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旧五箇山街道から高落場山へ

小西 光子

 雨模様の天気で、Ｍ氏リーダーなら今日

の山行は中止だろうと話しつつ、杜の里イ

オンに 8 時集合。「今日は大丈夫」とのＹ

女の気迫に皆気を取り直して、車 2台で出

発。南砺市の国道 304号線から林道高清水

線に入り、若杉の駐車場に 8時 40分ごろ

到着。若杉集落跡地の碑文を読み、在りし

日の五箇山街道を想像した。あちこちの山

の登山口に集落跡地があり、過疎化の現実

に胸が痛い。五年後、十年後は、どうなっ

ているのだろう。

8 時 50 分登山口を出発。この日は風の

強い日で、林道高清水線を走っている時か

ら杉の枯れ枝が、車のフロントグラスに何

度も当った。登山道に入ってからも、風が

ゴーゴーと吹いており、南寄りの風で見か

けほどの冷たさはないが、音がすごい。

「どっどど どどうど どどうど どど

う」風の叉三郎か。9 時 30 分、唐木峠で

石畳の旧五箇山街道と分かれて高落場山
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＜お 詫 び＞

前回１０８号の会報で、「高橋先生お

別れの会に参加して」のなかで、宮本健

一氏の漢字が間違っておりました。ただ

しくは、宮本憲一氏です。ここにお詫び

し、訂正させていただきます。

若杉集落跡碑文

オオサクラソウ

サクラソウは早春、ほかに先駆けて

咲く花。

 仲間のオオサクラソウは６～７月初

旬に亜高山地帯に生える。

 花びらはどのサクラソウの仲間もよ

く似て、５枚の花びらの先は浅く割れ、

サクラの花そっくり。花の茎は細く長

く伸び、葉の形はハウチワカエデに似

て、判別しやすい。

富士山にはない。立山や白山の開花

時期と場所の確認をし、この花を目的

に雪山登山するグループがいるほど、

魅力的な花である。

絵と文 金栄 健介氏

※なお、この原稿は２０１３年１月１

４日に北陸中日新聞(朝刊)に掲載さ

れたものを、著者及び北陸中日新聞

の許可のもと転載しています。

へ向かう。若いブナ林が多く、太いブナも

ところどころにあり、とても美しい。雪国

なのに曲がっているブナはあまりなく、ほ

とんどのブナの幹は真直ぐ伸びている。落

ち葉を踏みしめ、長い急登を登り終え、10
時 55 分三差路に到着。左は草沼山へ右は

山頂へと続き、我々は山頂へ向かった。 
山頂からの展望はすばらしく、砺波平野

の散居村の後には宝達山、医王山が、眼下

には五箇山の集落が、周りには袴腰山、猿

が山、三方山が、遠くには大笠、笈などの

白山山系の山々が、また、立山の山並みが

見える。 
早めの昼食を済ませると、雨がポツリポ

ツリと降り出した。平村の方から上ってき

たグループは、気の毒に雨の中の昼食だ。

我々は、三差路まで戻り、草沼山方面へ下

り、縄が池は経由せずにつくばね森林公園

へ向かった。途中、緑に苔むした倒木にナ

メコが大量に生えており、皆で山の恵みを

少しずつ頂戴した。13 時半、つくばね森

林公園に到着。閑散としたバーベキュー広

場の横を通り抜け、20 分くらいで夫婦滝

に到着。滝は、想像以上の落差があり、30
ｍぐらいか。更に 15 分くらい歩き、14 時

10 分、若杉駐車場に帰着。 
金沢から 1 時間足らずの南砺市にこん

なに変化に富んだ山々が我々を待ってい

る。袴腰山、猿が山、三方山と山スキーを

楽しむこともお薦めとか。とりあえず、次

回は、水芭蕉の時期に縄ヶ池に行きたいも

のだ。 

 
 
 

中部北陸自然歩道案内図 

トラスト地ナメコ汁大会

with 富士ゼロックス端数倶楽部

事務局長 深田和人

11 月 8 日、恒例のナメコ汁大会が行わ

れました。今回、以前からの念願であった、

富士ゼロックス端数倶楽部の方々との交

流会という形で実現したのは、非常に喜ば

しいことです。ご存知のように、富士ゼロ

ックスおよび富士ゼロックス端数倶楽部

からは、毎年 5 万円ずつ、計 10 万円の寄

付をいただいております（端数倶楽部に入

っている社員は、毎月の給料から 1000 円

未満分を基金として寄付し、その一部を当

会がいただいています）。これまでに戴い

た金額は相当なものになり、その感謝を込

めて、10 年ぶりくらいに実現することが

できました。

前日 7 日に、当会４名端数倶楽部８名で

御前荘に宿泊、交流を深めました。四国お

遍路巡りをしている方、海外の世界遺産に

行っている方等、個性派そろいの面々で、

話は尽きませんでした。勿論、自然保護に

対しても造詣が深く、夜遅くまで活発な議

論が交わされました。

8 日は、あいにくの小雨でしたが、家族

連れを含めて総勢 20 名ほどが参加。足元

に注意しながら、ナメコが生えていそうな

枯れ木を探しました。私の下見では、ほと

んど見つけられず（単に見つけるのが下手

という話も）、「今年は市販ものか」という

意見まで出ましたが、いい意味で予想は外

れました。見つければ歓声、１本１本丁寧

に採取し、何とか食べる分は確保できまし

た。

１時間ほどの後、恒例の当会会員中野さ

んの息子さん夫妻、お孫さんお住まいの住

宅のスペースをお借りしてナメコ汁を作

り始めました。天然ものの採りたてという

ことで、ナメコについたゴミを洗い、土の

ついた柄をはさみで切って、お湯の沸いた

鍋へ投入。さあ、味噌汁の出来上がりです。

雨も上がり、思い思いに味噌汁を食べてい

ました。炭火による焼きナメコも大好評。

端数倶楽部の方々をはじめ、みなさん満足

していただいたようでした。

ナメコ汁大会をはじめて４年。ナメコが

生育する枯れ木も、そろそろ限界にきてい

るという印象です（昨年までは、自然の恵

みを“ほんのちょっと”の感覚で採取して

も、文字通り“山分け”でした）。次年度、

どういう形にするかを、検討していきたい

と思います。

交流会にて

端数倶楽部の皆さんと一緒に
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2015 年度チブリ登山道整備を 
終えて

北市 正

チブリ登山道整備（石川県より受託の別

山市ノ瀬道維持管理業務）は 2015 年度も

多くの実地参加と事務的協力により、無事

に業務を終えました。参加、協力を頂いた

皆様には、本当に感謝しております。ここ

に、今年度の活動の総括をさせて頂きます。 
今年度の実施回数は 7 回、参加者は延べ

で 76 名でした（表 1）。参加者の内訳は会

員が 26 名、一般 2 名、労山 48 名です。

参加者数や実施回数は天候に左右される

ため、過去 6 年の推移は表 2 の通りとなっ

ています。

今年度活動の特徴として―①労山参加

日を集中作業日として集約②労山への事

前説明会を実施③外来種調査を実施―が

あります。

かねてより、作業内容に応じた参加者数

の確保は大きな課題でした。従来、労山各

会には担当月が割り当てられ、実施回数当

たりの参加団体は基本的に１会でした。実

施回数毎に参加者が得られる半面、参加者

が各月に分散しており、まとまった作業が

出来ない弊害もあります。そこで今年度、

集中したい「下草刈り込み」と「登山道整

備」について集中作業日を設け、労山 2~3
団体を集約して参加して貰う事にしまし

た。

実際には7月4日に下草刈り込み作業日

として 2 団体（計画の 6 月 28 日が雨天中

止のため順延、当初の 3 団体より減）、9
月 27 日に登山道整備作業日として 2 団体

の集約作業となりました。参加団体集約に

より、下草刈り込みは実施日のみで猿壁～

避難小屋全区間を作業出来（稜線部は除

く）、登山道整備も最近手を掛けられなか

った水場周辺の浸食やぬかるみへの手当

が可能となりました。

この実現には、労山への事前説明会を 6
月 13 日に開き、各会と一層の意思疎通が

図られた点が大きかったと思います。労山

会員も世代交代が進んでおり、近年入会の

会員ではチブリの活動とクリーン登山の

区別もない方も多かったようです。活動の

目的や理念を分かって頂いた事で、作業も

スムーズに進んだように思えます。一方で、

参加者側の率直な意見も頂き、これは今後

の活動の参考となるものでした（議事録は

表 3）。 
2010 年から始めた、稜線部の植生調査

と、調査結果に基づく稜線部刈り込み方法

は、2015 年 3 月の環境省主催「白山サミ

ット」でも採り上げられ、高い評価を得る

活動となっています。これに加えて、今年

度はチブリ登山道の外来種調査を実施し

ました。外来種に関しては、他会や個人の

方が各々活動されています。当会としては、

これまでの実績を活かし、まず現状の外来

種侵入、繁殖状況を確認し、その経緯や傾

向を見極めた上で除去活動を実施し、数年

後に調査を実施して効果を確認する方法

を採用します。

今年度も当会主催で開かれた「白山登山

道ミーティング」（11 月 21 日 18：30~、
金沢勤労者プラザにて）では当会や労山、

環白山保護利用管理協会、環境省他 21 人

の参加者を得、チブリでの活動について活

発に論議が交わされました。この中で、来

年度も作業集中日を設けて実施する事、外

来種対策を始める事が確認されました。具

体的な日程は現在調整中のため総会資料

や次号会報での紹介となりますが、次年度

は今年度より充実した活動となるように

努力します。多くの方の参加を、お待ちし

ております。
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白山ジオトレイルについて

事務局長 深田和人

昨年３月、環境省から「国立公園内にお

けるトレイルランニング大会等の取扱い

について」という通達がありました。以下

はその一部です。

・特別保護地区内を通過するコース設定

は避けるよう指導すること。ただし、

部分的に特別保護地区を通過する際

に、競争性を生じさせない歩行区間の

設定（以下略） 

・第１種特別地域においても、（中略）

特別保護地区と同様に取り扱うもの

とする。

一昨年から行われている白山ジオトレ

イルのコースには、白山国立公園の特別保

護地区、第１種特別地域が含まれています。

当会は、昨年一昨年と、環境省白山自然保

護管理官、白山市に対し、白山をコースに

入れさせないよう指導していただきたい

という旨の要望書を提出しました。昨年は、

上記通達を踏まえ、一歩踏み込んだ要望に

しました。

 昨年の白山ジオトレイルの開催後、白山

自然保護管理官に話を伺ったところ、「主

催者は、説明会等において白山では走らな

いことを強調している」、「当日、コースに

行って見ていたが、選手は走っていない」

ということでした。７日間を完走するのに

はかなりの重装備が必要になり、それを背

負った状態では登山道は走れないという

要因があるようにも思いますが、一定の評

価をしてよいのではと思います。

１月 21 日現在、主催者のＨＰによる今

年度の要項では、コース（参考：2015）
として「白山市吉野谷セミナーハウス →
移動・歩行区間→ 白山室堂  白山室堂

→移動・歩行区間→ 白峰林西寺」となっ

ており、時間は設定されていません。この

点に関しても一応の前進かと思いますが、

当会の主義主張はあくまでコースそのも

のから白山をはずすこと。これからも要望

書の提出をしていきたいと思います。

一方で、個人レベルのトレイルランにつ

いては、何の規制もありません。チブリ登

山道にテントを張り（もちろん国立公園法

違反）、そこを拠点にして走っている人が

いるという話を耳にしました。会報 107
号にも書きましたが、トレイルランに関す

る書籍が何冊もあり、チブリ登山道を紹介

しているものもあります。脆弱な登山道を

保護するため、国立公園内は走らないとい

う文化を白山から発信していけたらと考

えています。

事務局短信

11 月６日（金） 運営会議 ７名

７日（土） 富士ゼロックス端数

倶楽部と交流会

 ４名

８日（日） トラスト地ナメコ汁

大会

14 日（土） 生物部会自然観察会

高落場山  ５名

21 日（土） 登山道整備ミーティ

ング 当会より７名

27 日（金） 松木自然保護管理官

と懇談 ４名

30 日（月） 忘年会 ８名

12 月２日（水） 川口自然環境課長と

懇談 ４名

４日（金） 運営会議 ５名

９日（水） 総会講師三谷幹雄氏

と打ち合わせ ２名

14 日（月） 事務局会議 ２名 
19 日（土） 白山国立公園整備計

画についてヒアリ

ング    ２名

１月 7 日（木） チブリ登山道管理業

務委託の業務完了

通知書を受理

８日（金） 運営会議 ７名

８ 

（続）山路きて 深田百名山完登記

第５回

「震災の地へ」
室谷 博子 
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日かげになった火山礫堆の中腹から 
畏るべくかなしむべき砕塊溶岩（ブロック

レーバ）の黒けれども 
ここは空気も深い淵になっていて 
ごく強力な鬼神たちの棲みかだ 
宮沢賢治「春と修羅 第一集 鎔岩流」 

 
賢治の詩を読むと決まって心が波立ち、

惑乱するのはなぜなのだろうと長く思っ

ていた。賢治が持っていて私に欠けている

ものー鉱物の知識と時空を振り切る特異

な宇宙感覚の基底にひそむ法華経への傾

倒―なのだろうか。 
 賢治は生涯に幾度となく岩手山（岩手県 

2038m）＜５１＞に登ったという。 
 
 
上りに 4 時間半を要して 9 合目に達し、

黒く脆い砂礫の道を私は、御鉢巡りと称し

て一周したが、その荒々しい風景が、貞享

3 年（１６８６）と享保 16 年（１７３２）

の大噴火と爆発の結果だということに、当

時、気が付いてはいなかった。 
 深田久弥が紹介した賢治の詩「岩手山」

は即物的で、二重式火山の“黒い”火口壁

の中の二つの火口湖、お釜と御苗代は、明

礬を溶け込ませ“白く澱んだ”水を湛えて

いると歌っていたのに、妹とし子の死の悲

嘆を味わった後の詩「鎔岩流」には“畏れ”

“深い淵”“鬼神の棲家”と形容句が畳み

込まれて凄味が漂う。 
 手元の資料は、岩手山の最新の噴火は大

正 8 年（１９１９）、平成 16 年には弱い噴

気が認められたと伝えている。 
 
 
 
 JR 山形駅を早朝出発し、蔵王連峰を稜

線通しに歩けば、その日のうちに、福島県

二本松を経て安達太良山の山麓、岳温泉に

辿り着くことが出来る。 
 2011 年 3 月 11 日、巨大な地震と巨大な

津波が東関東と東北の太平洋沿岸部を襲

った。原子力発電所の壊滅が加わった。 
キャンピングカーを駆って M は震災の

地へ入り、排泄物の処理も含め食住を自ら

賄って働くボランティア魂を発揮したし、

W や Y も全国的な救援組織を頼って早々

に現地入りした。非力な私に何ができるの

か。 
 ともかく行ってみよう。 
かくて、夜行バスとロープウエイと登山

と、またバスと電車を乗り継いでの蔵王山

（山形県 宮城県 1841m）＜９３＞と安

達太良山（福島県 1700m）＜９４＞行と

なった。2011 年秋、台風が来ていた。 
 
 

 ロープウエイは冬に備えて点検を終え

たらしい。乗客は二人だけ。ガスが立ち込

め、周りの景色がわからない。わずかに足

元にオヤマリンドウの秋色。熊野岳山頂に

は蔵王山神社があって、火山岩で組まれた

石垣の境内に斉藤茂吉の歌碑があった。 
 「陸奥（みちのく）をふたわけざまに聳

えたまふ 蔵王の山の雲の中に立つ」 
斉藤茂吉は山形が生んだ大歌人だ。 
久弥に「鉄錆色とでも言うか、、お釜の

水は妖しく濃い緑色、、」と、言わせた火口

湖＝御釜は、馬の背の西側にあるはずだが、

立ち込めるガスに阻まれて全く見えない。

天保 4 年（１８３３）の爆発の跡だという。

蔵王の噴火の始まりは 70 万年前からだ。 
 
 
 
 ゴンドラリフトの客も、濃い霧の中へ歩

き出したのも私一人だった。高村光太郎と

智恵子が、みちのくの安達が原の二本松の

松の根方に立って仰いだ安達太良山の稜

線が、うっすらと光を帯びて浮かび上がっ

た。 
 



（続）山路きて 深田百名山完登記

第５回

「震災の地へ」
室谷 博子 
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日かげになった火山礫堆の中腹から 
畏るべくかなしむべき砕塊溶岩（ブロック

レーバ）の黒けれども 
ここは空気も深い淵になっていて 
ごく強力な鬼神たちの棲みかだ 
宮沢賢治「春と修羅 第一集 鎔岩流」 

 
賢治の詩を読むと決まって心が波立ち、

惑乱するのはなぜなのだろうと長く思っ

ていた。賢治が持っていて私に欠けている

ものー鉱物の知識と時空を振り切る特異

な宇宙感覚の基底にひそむ法華経への傾

倒―なのだろうか。 
 賢治は生涯に幾度となく岩手山（岩手県 

2038m）＜５１＞に登ったという。 
 
 
上りに 4 時間半を要して 9 合目に達し、

黒く脆い砂礫の道を私は、御鉢巡りと称し

て一周したが、その荒々しい風景が、貞享

3 年（１６８６）と享保 16 年（１７３２）

の大噴火と爆発の結果だということに、当

時、気が付いてはいなかった。 
 深田久弥が紹介した賢治の詩「岩手山」

は即物的で、二重式火山の“黒い”火口壁

の中の二つの火口湖、お釜と御苗代は、明

礬を溶け込ませ“白く澱んだ”水を湛えて

いると歌っていたのに、妹とし子の死の悲

嘆を味わった後の詩「鎔岩流」には“畏れ”

“深い淵”“鬼神の棲家”と形容句が畳み

込まれて凄味が漂う。 
 手元の資料は、岩手山の最新の噴火は大

正 8 年（１９１９）、平成 16 年には弱い噴

気が認められたと伝えている。 
 
 
 
 JR 山形駅を早朝出発し、蔵王連峰を稜

線通しに歩けば、その日のうちに、福島県

二本松を経て安達太良山の山麓、岳温泉に

辿り着くことが出来る。 
 2011 年 3 月 11 日、巨大な地震と巨大な

津波が東関東と東北の太平洋沿岸部を襲

った。原子力発電所の壊滅が加わった。 
キャンピングカーを駆って M は震災の

地へ入り、排泄物の処理も含め食住を自ら

賄って働くボランティア魂を発揮したし、

W や Y も全国的な救援組織を頼って早々

に現地入りした。非力な私に何ができるの

か。 
 ともかく行ってみよう。 
かくて、夜行バスとロープウエイと登山

と、またバスと電車を乗り継いでの蔵王山

（山形県 宮城県 1841m）＜９３＞と安

達太良山（福島県 1700m）＜９４＞行と

なった。2011 年秋、台風が来ていた。 
 
 

 ロープウエイは冬に備えて点検を終え

たらしい。乗客は二人だけ。ガスが立ち込

め、周りの景色がわからない。わずかに足

元にオヤマリンドウの秋色。熊野岳山頂に

は蔵王山神社があって、火山岩で組まれた

石垣の境内に斉藤茂吉の歌碑があった。 
 「陸奥（みちのく）をふたわけざまに聳

えたまふ 蔵王の山の雲の中に立つ」 
斉藤茂吉は山形が生んだ大歌人だ。 
久弥に「鉄錆色とでも言うか、、お釜の

水は妖しく濃い緑色、、」と、言わせた火口

湖＝御釜は、馬の背の西側にあるはずだが、

立ち込めるガスに阻まれて全く見えない。

天保 4 年（１８３３）の爆発の跡だという。

蔵王の噴火の始まりは 70 万年前からだ。 
 
 
 
 ゴンドラリフトの客も、濃い霧の中へ歩

き出したのも私一人だった。高村光太郎と

智恵子が、みちのくの安達が原の二本松の

松の根方に立って仰いだ安達太良山の稜

線が、うっすらと光を帯びて浮かび上がっ

た。 
 



出かけてみませんか出かけてみませんか出かけてみませんか
会員情報
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第２７回総会のご案内

○日 時 ３月１３日（日）午後１時３０分より 

○場 所 金沢勤労者プラザにて 

○記念講演（午後３時頃より）

演題 「白山火山について考える」

講師 三谷 幹雄氏（石川県地学教育連絡会「石と川」の会事務局長） 

高落場山自然観察会より（１１／１４） 

 
 
 
   

 
   

ブナの森の恵み（高落場山） 高落場山ブナ林 
 

高落場山ブナ林を登る 

高落場山山頂にて 
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 ※当会の１年間の活動内容などを協議します。また、記念講演について

は、会員以外の方でも聴講できます。ぜひ、お誘い合わせご来場くだ

さい。詳しくは、同封のチラシをご覧下さい。 


